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神戸・難波・奈良、つながる――
開業１年を迎えて、阪神なんば線効果が現れ始めている。
新たな人の流れが生まれ、街や地域が活気づく。
阪神なんば線と相互直通運転（相直）でつながった近鉄も、
難波の街の再生に取り組む南海も、
そうした変化をくみ取りながら、企業努力を重ねている。
鉄道事業者、そして沿線の大学や企業、商業施設。
それぞれの阪神なんば線効果とその取り組みを探ってみたい。

阪神なんば線効果を

探る。
難
波

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：

取材・文◉茶木　環（ジャーナリスト）撮影◉織本知之　
写真提供◎近畿日本鉄道株式会社・南海電気鉄道株式会社
奈良写真提供／奈良市観光協会　神戸写真提供／神戸国際観光コンベンション協会

REPORT
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相
直
で
フ
ィ
ー
ル
ド
が
拡
大

三
宮
駅
の
ホ
ー
ム
に
近
鉄
の
快
速
急
行
が

入
線
す
る
。
大
阪
と
奈
良
の
府
県
境
を
阪
神

電
車
が
走
る
―
―
そ
れ
は
、
誰
に
と
っ
て
も
、

驚
き
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
光
景
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
相
直
開
始
か
ら
１
年

が
経
過
し
て
、
そ
う
し
た
場
面
も
利
用
者
に

と
っ
て
は
日
常
的
に
目
に
す
る
慣
れ
親
し
ん

だ
も
の
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
利
便

性
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

奈
良

－

三
宮
が
最
速
76
分
。
阪
神
な
ん
ば

線
と
の
相
直
で
乗
り
換
え
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
近
鉄
電
車
の
利
用
客
か
ら
も
「
通
勤

時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
た
」「
近
鉄
沿
線
の

会
社
に
勤
務
し
て
い
る
が
、
阪
神
沿
線
に
営

業
に
出
か
け
る
機
会
が
増
え
た
」
な
ど
、
便

利
さ
を
実
感
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

近
鉄
の
大
阪
難
波
駅
の
２
０
０
９
年
度
上

期
降
車
人
数
（
定
期
外
）
は
、
前
年
度
同
期

比
21
・
３
％
増
。
近
鉄
奈
良
駅
は
３
・
７
％

の
増
加
と
な
っ
た
。
近
鉄
線
全
線
で
輸
送
人

員
が
３
・
２
％
減
少
す
る
中
で
の
奈
良
線
の

利
用
者
増
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
と
の
相
直
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
同
期
の
増
収
は
５
億
５
０
０
０
万
円
、

通
期
で
は
10
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

近
鉄
は
、
大
阪
・
京
都
・
奈
良
・
三
重
・

愛
知
の
２
府
３
県
に
営
業
キ
ロ
５
０
８
㎞
と

民
鉄
最
長
の
路
線
網
を
有
し
、
相
直
に
関
し

て
は
、阪
神
な
ん
ば
線
を
含
め
て
３
線
で
行
っ

て
い
る
。　

昭
和
61
年
に
は
、
近
鉄
東
大
阪
線
（
現
・

け
い
は
ん
な
線
）
が
大
阪
市
営
地
下
鉄
中
央

線
と
生
駒
駅

－

大
阪
港
駅
間
で
、
63
年
に
は

近
鉄
京
都
線
が
京
都
市
営
地
下
鉄
烏
丸
線
と

新
田
辺
駅

－

北
大
路
駅
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
相

互
乗
り
入
れ
を
開
始
し
た
。

「
東
大
阪
線
は
、
当
時
、
奈
良
線
の
輸
送

力
が
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

長
田

－

生
駒
間
に
つ
く
っ
た
新
線
。
長
田
で

地
下
鉄
中
央
線
と
結
ん
で
、
奈
良
線
の
複
々

線
化
機
能
を
持
た
せ
て
輸
送
力
を
増
強
す
る

と
と
も
に
、
生
駒
と
当
時
の
大
阪
港
を
結
ぶ

新
し
い
独
立
し
た
都
市
鉄
道
を
整
備
し
よ
う

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
京
都
の
場
合
は
、

当
社
線
を
京
都
駅
か
ら
京
都
市
北
部
ま
で
延

伸
す
る
構
想
が
あ
っ
た
が
、
京
都
市
交
通
局

の
地
下
鉄
線
整
備
が
決
ま
り
、
竹
田
駅
で
相

直
す
る
形
で
こ
の
構
想
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
相
直
は
ど
ち
ら
も
、

交
通
局
を
介
し
て
当
社
線
が
都
心
部
に
乗
り

入
れ
る
と
い
う
意
味
合
い
が
大
き
か
っ
た
」

と
近
鉄
の
鉄
道
事
業
本
部
・
企
画
統
括
部
の

江
川
武
史
計
画
部
長
は
話
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
阪
神
な
ん
ば
線

と
の
相
直
は
、
関
西
で
は
初
の
民
鉄
同
士
に

よ
る
相
直
と
い
う
こ
と
を
除
い
て
も
、
意
味

合
い
が
異
な
っ
て
い
る
と
江
川
部
長
は
説
明

す
る
。

阪
神
と
近
鉄
は
、
昭
和
27
年
に
、
両
社
線

の
延
伸
と
難
波
で
の
相
互
乗
り
入
れ
、
共
通

の
難
波
駅
創
設
構
想
で
合
意
し
て
い
た
。
近

鉄
は
45
年
に
近
鉄
難
波
駅
を
開
業
し
て
い
る

が
、
今
回
、
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
通
で
、
57

年
前
の
合
意
が
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
新
た
に
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
た
の
は
実
際
に

は
３
・
４
㎞
ほ
ど
の
距
離
で
は
あ
る
が
、
大

「大阪難波駅」。近鉄線の案内の下に「阪神線　尼崎　甲子
園　三宮方面」の文字が加わった。

改札口に「近鉄」と「阪神」の文字が並ぶ。

近畿日本鉄道株式会社
鉄道事業本部 企画統括部 計画部長

江川武史
Takeshi EGAWA

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：

阪神なんば線開通に伴う神戸・三宮までの相直を、近鉄は自社の「フィールド拡大」ととらえる。
長い路線を意識した駅名変更、広域で鉄道を楽しんでもらう企画乗車券の販売、

大阪市内での拠点開発――鉄道と街の活性化を図る。

三宮へ、奈良へ。
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阪
都
心
部
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
解
消
さ

れ
、
65
㎞
離
れ
た
奈
良
と
神
戸
が
つ
な
が
っ

た
。
自
社
の
電
車
が
難
波
を
突
き
抜
け
、
神

戸
に
入
っ
て
い
く
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
間
で
の
人
や
文
化
の
交
流
が
促

進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の

相
直
効
果
は
、
単
に
線
路
が
延
び
た
だ
け
に

は
と
ど
ま
ら
な
い
。
３
つ
の
異
な
る
個
性
の

街
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
・

メ
リ
ッ
ト
、
相
互
乗
り
入
れ

の
影
響
や
効
果
が
及
ぶ
範

囲
は
格
段
に
広
い
。
自
社

の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
大
き
く
広

が
っ
た
と
見
て
い
る
」
と
江

川
部
長
は
語
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
開
通
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
２

駅
の
駅
名
も
変
更
し
て
い

る
。「
近
鉄
難
波
駅
」
は
「
大

阪
難
波
駅
」に
、「
上
本
町
駅
」

は
「
大
阪
上
本
町
駅
」
に
改

称
し
た
。
奈
良

－

難
波

－

神

戸
を
結
ぶ
1
本
の
路
線
の
中

央
に
位
置
す
る
２
駅
の
駅
名

に
あ
え
て
「
大
阪
」
と
入
れ
、

大
阪
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た

の
だ
。

「
阪
神
沿
線
と
近
鉄
沿
線

を
結
ぶ
通
勤
通
学
ル
ー
ト

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
と
と
も
に
、
関
西
を
代

表
す
る
３
つ
の
街
を
つ
な
ぐ

観
光
路
線
と
し
て
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
」

と
江
川
部
長
は
続
け
る
。

鉄
道
の
生
命
線
は
、
交
流
人
口
の
増
加

に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
近
く
て
も
遠
か
っ
た

場
所
が
本
当
に
近
い
場
所
に
な
れ
ば
、
気
軽

に
行
き
来
す
る
需
要
が
生
ま
れ
る
。
土
地
勘

の
な
い
観
光
客
が
と
ま
ど
う
こ
と
な
く
乗
り

降
り
で
き
れ
ば
利
用
に
結
び
つ
く
。
乗
り
換

え
な
し
で
奈
良
か
ら
難
波
、
神
戸
へ
。
阪
神

な
ん
ば
線
開
業
で
誕
生
し
た
、
こ
の
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
持
つ
意
味
は
大
き
い
。

企
画
乗
車
券
で
関
西
圏
の
鉄
道
利
用
促
進
を

阪
神
・
近
鉄
で
は
、
需
要
拡
大
を
ね
ら
っ

て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

乗
車
券
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
い
る
。

相
互
直
通
運
転
開
始
を
記
念
し
て
、
開

通
直
前
１
カ
月
に
期
間
限
定
で
販
売
し

た
「
阪
神

⇔

近
鉄
お
試
し
チ
ケ
ッ
ト
」（
大
人

１
０
０
０
円
）
は
、
阪
神
全
線
と
近
鉄
奈
良

線
１
日
乗
り
放
題
で
好
評
を
博
し
、
そ
の
第

２
弾
と
し
て
昨
年
５
〜
６
月
に
は
「
お
伊
勢

さ
ん
き
っ
ぷ
」（
大
人
５
０
０
０
円
）
を
販
売

し
た
。
阪
神
全
線
各
駅
お
よ
び
近
鉄
の
大
阪

府
・
京
都
府
・
奈
良
県
内
の
各
駅
か
ら
伊
勢

志
摩
地
区
へ
の
乗
車
券
と
近
鉄
特
急
券
、
三

重
交
通
バ
ス
乗
車
券
、
そ
れ
に
伊
勢
志
摩
の

主
要
観
光
施
設
の
割
引
券
を
セ
ッ
ト
し
た
も

の
だ
。

野
球
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
近
鉄
が
独
自
に
、

近
鉄
電
車
・
阪
神
電

車
の
往
復
割
引
乗
車

券
と
甲
子
園
球
場
の

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
主

催
試
合
の
入
場
券
を

セ
ッ
ト
に
し
た
「
阪

神
甲
子
園
球
場 
タ

イ
ガ
ー
ス
応
援
き
っ

ぷ
」
を
販
売
し
た
。

ま
た
、新
春
に
は
「
近

鉄
沿
線
初
詣
き
っ
ぷ

〝
ゆ
め
も
う
で
〟」
の
シ
リ
ー
ズ
に
、
発
駅
を

阪
神
線
ま
で
拡
大
し
た
「
阪
神
版 

伊
勢
神
宮

初
詣
割
引
き
っ
ぷ
」（
乗
車
券
・
近
鉄
特
急
券
・

記
念
品
な
ど
を
含
み
大
人
５
５
０
０
円
）
を

加
え
、
販
売
。
阪
神
・
近
鉄
両
沿
線
の
初
詣

に
は
「
阪
神・
近
鉄
初
詣
１
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」

（
大
人
１
６
０
０
円
）
を
用
意
し
た
。

さ
ら
に
近
鉄
で
は
、
近
鉄
沿
線
か
ら
神
戸

方
面
へ
の
企
画
乗
車
券
「
ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
神
戸
観
光
１
ｄ
ａ
ｙ
ク
ー
ポ
ン
（
近

鉄
拡
大
版
）」
を
、
昨
年
４
月
か
ら
販
売
し

て
い
る
。
神
戸
エ
リ
ア
12
社
局
の
電
車
・
バ

ス
1
日
乗
り
放
題
＋
観
光
ク
ー
ポ
ン
に
、
阪

神
電
車
全
線
1
日
乗
り
放
題
、
近
鉄
線
（
大

阪
府
内
・
奈
良
県
内
の
主
要
路
線
）
1
日
乗

り
放
題
を
プ
ラ
ス
し
た
き
っ
ぷ
だ
。

な
か
で
も
今
、
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る

の
は
「
奈
良
・
斑
鳩
１
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
阪
神
を
は
じ
め
と
す
る

京
阪
神
の
鉄
道
事
業
者
８
社
と
大
阪
市
交
通

局
・
京
都
市
交
通
局
で
発
売
し
て
い
る
も
の

で
、
各
社
局
線
の
指
定
区
間
と
近
鉄
電
車
の

阪神尼崎駅。阪神と近鉄の車両が向かい合わせに停車する。

近鉄特急の宣伝がかかる三宮駅。

三宮駅を出発する近鉄の奈良行き快速急行。
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指
定
区
間
・
奈
良
交
通
バ
ス
の
指
定
区
間
１

日
乗
り
放
題
に
、
奈
良
・
斑
鳩
地
域
の
社
寺

や
観
光
施
設
の
優
待
券
が
つ
い
て
い
る
。
平

成
14
年
よ
り
発
売
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
４

月
か
ら
８
月
ま
で
の
売
上
枚
数
は
、
阪
神
な

ん
ば
線
効
果
も
加
わ
り
、
前
年
同
期
間
比
で

９
倍
に
も
上
っ
た
と
い
う
。

阪
神
に
よ
る
と
、
新
線
開
業
後
の
輸
送
人

員
は
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
収

益
は
上
回
る
と
い
う
逆
転
現
象
が
起
き
て
い

る
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
定
期
利
用
者
以
外

の
〝
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
て
み
よ
う
〟
と

い
う
利
用
客
が
予
想
以
上
に
増
え
て
い
る
裏

付
け
だ
と
言
え
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
近
鉄
沿
線
と
阪
神
沿
線
は
近

く
て
遠
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
出

か
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
便
利
な
企
画

乗
車
券
を
販
売
し
、
お
客
さ
ま
に
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
〝
近
さ
〟
を
実
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
遠
い
と
こ
ろ
へ
、

快
適
な
鉄
道
旅
行
を
よ
り
広
い
区
域
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
関
西
の
鉄
道
全
体
が
盛
り
上
が
っ

て
い
け
ば
」
と
江
川
部
長
は
抱
負
を
語
る
。

今
年
の
元
日
か
ら
、
奈
良
で
は
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
近

鉄
で
は
、昨
年
12
月
よ
り
、主
力
商
品
の
「
奈

良
世
界
遺
産
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
」
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、「
せ
ん
と
く
ん 

奈
良
世
界
遺
産
フ

リ
ー
き
っ
ぷ
」
の
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。

「
奈
良
・
斑
鳩
・
吉
野
エ
リ
ア
」
と
「
奈
良
・

西
の
京
・
斑
鳩
エ
リ
ア
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

近
鉄
電
車
往
復
乗
車
券
と
フ
リ
ー
区
間
の
近

鉄
電
車
・
奈
良
交
通
バ
ス
が
自
由
に
乗
降
で

き
る
き
っ
ぷ
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
だ
。
ど
ち

ら
も
、
社
寺
な
ど
観
光
施
設
の
割
引
特
典
が

付
い
て
い
る
。

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
に
全
国
各
地
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
が
、
こ
う
し
た
企
画
乗
車

券
で
奈
良
を
回
り
、
難
波
、
神
戸
に
足
を
延

ば
す
―
―
今
年
は
、
関
西
を
周
遊
す
る
観
光

客
が
増
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

都
市
の
魅
力
を
高
め
る
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
方
、
ハ
ー
ド
の
部
分
で
は
、
近
鉄
は
阪

神
な
ん
ば
線
開
業
に
よ
る
乗
降
客
の
大
幅
な

増
加
を
見
越
し
て
、
大
阪
難
波
駅
の
整
備
を

進
め
て
き
た
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
増
改
築

や
改
札
口
の
改
修
、
ト
イ
レ
の
改
修
、
コ
ン

コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
を
順
次
実
施
。
駅
構
内

に
は
19
店
舗
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
新

設
さ
れ
、
に
ぎ
や
か
で
明
る
い
雰
囲
気
だ
。

「
当
社
は
大
阪
で
は
大
阪
上
本
町
駅
を
拠

点
に
路
線
を
切
り
開
い
て
き
た
が
、
昭
和
45

年
に
大
阪
難
波
駅
ま
で
延
伸
し
、
ミ
ナ
ミ
に

乗
り
入
れ
た
こ
と
が
成
長
の
大
き
な
原
動
力

と
な
っ
た
。
今
回
も
大
阪
難
波
駅
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
導
入
す
る
な
ど
の
整
備
を

行
う
こ
と
で
、
新
た
な
成
長
の
力
と
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
利
用
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

な
が
ら
、
よ
り
魅
力
的
な
駅
の
整
備
と
、
駅

を
中
心
と
す
る
地
域
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
近
鉄
の
赤
坂
秀
則
執
行
役
員（
不

動
産
事
業
本
部
副
本
部
長
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
開

発
事
業
本
部
副
本
部
長
）
は
語
る
。

こ
の
ほ
か
近
鉄
で
は
、大
阪
市
内
の
二
拠
点
で

大
規
模
な
再
開
発
事
業
を
進
め
て
い
る
。

大
阪
難
波
駅
か
ら
近
鉄
難
波
線
で
東

に
２
駅
目
、
大
阪
上
本
町
駅
界
隈
で
は
、

今
年
９
月
開
業
予
定
で
、
駅
南
側
の
近

鉄
劇
場
跡
地
に
複
合
ビ
ル
「
上
本
町
Ｙ

Ｕ
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
ユ
フ
ラ
）」
の
建
設
が
進
ん

で
い
る
。
地
下
１
階
、地
上
13
階
建
て
で
、

商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
の
ほ
か
、
大
阪
新

歌
舞
伎
座
が
難
波
か
ら
移
転
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
キ
タ（
梅
田
周
辺
）、
ミ
ナ

ミ
（
難
波
周
辺
）
に
続
く
大
阪
第
３
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
あ
る
ア
ベ
ノ
・
天
王
寺
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
進

め
て
い
る
「
阿
部
野
橋
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
タ
ワ
ー

館
（
仮
称
）」
の
建
設
で
、
２
０
１
４
年
春
、

近
鉄
百
貨
店
阿
倍
野
本
店
旧
館
跡
地
に
、
地

下
５
階
、
地
上
60
階
建
て
（
地
上
３
０
０
ｍ
）

の
日
本
一
の
高
層
ビ
ル
が
出
現
す
る
。
百
貨
店

や
ホ
テ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
、
美
術
館
な
ど
各
種
都

市
機
能
を
備
え
た
超
高
層
複
合
ビ
ル
は
、
大

阪
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
も
の
だ
。
近

鉄
で
は
、
隣
接
地
で
大
規
模
Ｓ
Ｃ
を
整
備
中
の

東
急
不
動
産
と
共
同
で
、“W

elcom
ing　

ア
ベ

ノ・天
王
寺
”
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

「
上
本
町
と
阿
倍
野
に
は
、
梅
田
や
難
波
に

は
な
い
魅
力
が
あ
る
。
街
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
商
業
施
設
を
造
る
だ
け
で
は
な
く
、
文

化
拠
点
・
人
々
の
交
流
で
き
る
街
に
し
て
い
き

た
い
」
と
赤
坂
執
行
役
員
は
意
欲
を
見
せ
る
。

異
な
る
個
性
を
持
っ
た
街
が
誕
生
す
る
こ
と

で
、大
阪
は
多
極
構
造
の
奥
深
い
魅
力
を
持
つ

都
市
に
進
化
す
る
。近
鉄
は
、相
直
に
よ
っ
て
得

た
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
、

鉄
道
と
街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

近畿日本鉄道株式会社
不動産事業本部 副本部長
ターミナル開発事業本部 副本部長
執行役員

赤坂秀則
Hidenori AKASAKA

「平城遷都 1300 年祭」の開催で、近鉄では奈良大和路の
アピールを展開。

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：
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タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
再
生
計
画

難
波
の
夜
に
、
美
し
い
ビ
ル
の
姿
が
浮
か

び
上
が
る
。
重
厚
な
コ
リ
ン
ト
様
式
の
建
物

が
、
難
波
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
南
海
ビ
ル
だ
。

現
在
、
キ
タ
で
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
北
側
の
24　

、

通
称
・
梅
田
北
ヤ
ー
ド
の
開
発
が
進
捗
し
て

い
る
が
、
ミ
ナ
ミ
で
は
、
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
一
帯
の
「
南
海
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
等
再
生

計
画
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
難
波
を
本
拠

地
と
す
る
南
海
が
、
難
波
の
街
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
。

南
海
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
南
側
の
大
阪
球

場
跡
地
に
、「
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
」
第
１
期
部

分
を
平
成
15
年
に
、
第
２
期
部
分
を
19
年
に

完
成
さ
せ
て
い
る
。
大
峡
谷
に
似
せ
た
雄
大

な
建
築
デ
ザ
イ
ン
、「
緑
と
の
共
存
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
段
丘
状
に
屋
上
庭
園
が
設
け
ら
れ
た

個
性
的
な
大
型
商
業
施
設
だ
。
そ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
の
高
さ
と
特
色
あ
る
フ
ロ
ア
構
成

で
人
気
は
高
く
、
こ
の
不
況
下
に
お
い
て
も

来
場
者
の
落
ち
込
み
は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
阪
神
な
ん
ば
線
効
果
で
、
阪
神
間
か

ら
の
来
場
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

南
海
が
、
こ
の
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
続
い
て
進
め
て
い
る
の
が

「
南
海
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
等
再
生
計
画
」だ
。

中
核
と
な
る
南
海
ビ
ル
は
昭
和
７
年
に
建

て
ら
れ
た
歴
史
あ
る
建
物
で
、
難
波
の
象

徴
と
も
い
え
る
も
の
。
民
鉄
最
古
の
南
海

は
、
建
て
替
え
る
の
で
は
な
く
老
朽
化
し

た
施
設
を
改
修
し
て
伝
統
を
保
存
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
姿
に
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
選
択

し
た
。
周
辺
の
施
設
と
関
連
性
を
持
た
せ
な

が
ら
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
、
難
波
全
体
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

南
海
の
福
本
滋
治
取
締
役
執
行
役
員
（
経

営
政
策
室
副
室
長
・
難
波
街
づ
く
り
推
進
室

副
室
長
）
は
、
ミ
ナ
ミ
の
現
状
を
語
る
。

「
キ
タ
は
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ホ
テ
ル
群
、

映
画
館
や
劇
場
、
充
実
し
た
飲
食
施
設
で
、

大
人
の
た
め
の
洗
練
さ
れ
た
街
と
い
う
印
象

を
確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
遊
興
施
設
等
は

一
部
に
集
積
し
、
明
確
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
し
か
し
ミ
ナ
ミ
は
、

良
く
も
悪
く
も
す
べ
て
が
混
在
し
、
都
市
と

し
て
の
機
能
が
弱
い
」

南
海
グ
ル
ー
プ
が
難
波
で
所
有
す
る
床
面

積
は
約
55
万
㎡
。
主
な
改
修
工
事
は
、
昨

年
の
秋
に
完
了
し
て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
外
壁
は
、
タ
イ
ル
の
張
り
替
え
、
テ
ラ

コ
ッ
タ
装
飾
の
修
復
・
復
元
な
ど
で
文
化
的

な
価
値
を
前
面
に
押
し
出
し
、
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
感
を
示

す
。
ビ
ル
に
入
っ
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
企
業
の
ロ

ゴ
表
示
も
、
各
企
業
の
同
意
を
得
て
、
ビ
ル

に
な
じ
む
落
ち
着
い
た
モ
ノ
ト
ー
ン
カ
ラ
ー
で

統
一
し
た
。
ま
た
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し

て
有
名
だ
っ
た
旧
ロ
ケ
ッ
ト
広
場
は
高
さ
30

ｍ
、広
さ
１
２
０
０
㎡
の
洗
練
さ
れ
た
ス
ペ
ー

ス
「
な
ん
ば
ガ
レ
リ
ア
」
に
変
貌
し
た
。「
南

海
難
波
駅
」
も
改
札
口
の
あ
る
２
階
と
３
階

を
改
修
し
、
３
階
に
は
髙
島
屋
と
の
入
り
口

を
新
た
に
つ
く
り
駅
と
百
貨
店
を
つ
な
い
だ
。

ま
た
、
東
口
を
新
設
す
る
な
ど
、
駅
を
中
心

に
回
遊
性
を
高
め
、
周
辺
エ
リ
ア
と
の
一
体

感
を
創
出
し
た
。
今
秋
に
は
大
阪
府
下
初
の

本
格
的
な
中
長
期
滞
在
者
向
け
宿
泊
施
設

（
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
）「
フ
レ
ー
ザ
ー

レ
ジ
デ
ン
ス
南
海
大
阪
」の
開
業
、来
春
に
は
、

な
ん
ば
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
再
生
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
と
、
テ
ナ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
髙
島
屋
大

阪
店
の
新
本
館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
控
え

て
い
る
。

「
キ
タ
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
方
式
で
大

開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。ミ
ナ
ミ
は
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
は
キ
タ
に
は
勝
て
な
い
が
、
現
存
す
る
文

化
を
保
存
し
て
未
来
に
つ
な
ぐ
、
再
生
と
い

う
方
式
で
、民
鉄
最
古
の
当
社
の
出
発
地
点
・

難
波
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
」
と
福
本
取

締
役
執
行
役
員
は
意
欲
を
語
っ
て
い
る
。

難
波
の
情
報
を
発
信

ハ
ー
ド
の
整
備
と
並
行
し
て
進
め
て
い
る

の
が
ソ
フ
ト
の
開
発
だ
。

「
ミ
ナ
ミ
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
、
ミ
ナ
ミ
と
い

う
街
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
そ
の
た
め
の
ソ
フ

ト
の
開
発
と
整
備
、情
報
発
信
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
」
と
福
本
取
締
役
執
行
役
員
は
言
う
。

ha

南海電気鉄道株式会社
取締役 執行役員　経営政策室 副室長
難波街づくり推進室 副室長

福本滋治
Shigeharu FUKUMOTO

大阪は、「キタ」と呼ばれる梅田と、「ミナミ」と呼ばれる難波、２つの街を核として発展してきた。
そして現在ミナミでは南海が中心となって、賑わいのある魅力的な街づくりを目指す

「南海ターミナルビル等再生計画」が着 と々進められている。

難波の街を育てる。



19 MINTETSU SPRING 2010

平
成
20
年
12
月
に
は
、
そ
の
活
動
主
体

と
し
て
「
ミ
ナ
ミ
ま
ち
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
設
立
さ
れ
た
。
ミ
ナ
ミ
に
ゆ
か
り
あ
る
企

業
や
団
体
、
有
識
者
、
行
政
な
ど
約
１
３
０

団
体
が
参
加
。「
観
光
集
客
」と「
文
化
振
興
」

を
活
動
の
柱
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
や

環
境
美
化
運
動
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
南
海
の
山
中
諄
代
表
取
締
役
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
会
長
を
務
め
、「
難
波
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
し
て
、
旗
振
り
役

を
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
、
南
海
難
波
駅

１
階
に
官
民
共
同
の
「
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
ば
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
阪
市
が
運
営
す

る
大
阪
市
観
光
案
内
所
「
大
阪
市
ビ
ジ
タ
ー

ズ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
難
波
」

と
、南
海
グ
ル
ー
プ
運
営
の
「
南
海
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」「
南
海
ト
ラ
ベ
ル
サ
ロ

ン
」
が
カ
ウ
ン
タ
ー
を
並
べ
、
三
者
が
連
携

し
て
利
用
者
に
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
。
大
阪
市
初
の
官
民
共
同
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
英
語
や
韓
国
語
・

中
国
語
、
手
話
に
対
応
し
て
い
る
の
も
大
き

な
特
徴
だ
。
難
波
は
、
南
海
電
車
で
関
西
国

際
空
港
と
直
結
す
る
「
大
阪
の
玄
関
口
」
だ
。

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
、
心
強
い

情
報
拠
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
開
設
と
同
時
期
に
、
南
海
で
は
フ
リ
ー

の
小
冊
子
「
な
ん
ば
け
ー
し
ょ
ん
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

を
創
刊
。
難
波
エ
リ
ア
の
ま
ち
歩
き
Ｍ
Ａ
Ｐ

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
銘
店
な
ど
を
紹
介
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
に
あ
た
る
携
帯
サ
イ
ト
を
公
開
す

る
な
ど
、
難
波
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
キ
ー
ワ
ー
ド

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
は
、
難
波
活
性

化
の
強
力
な
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。
南
海

電
車
か
ら
阪
神
電
車
に
乗
り
換
え
る
人
も

増
え
た
。
南
海
難
波
駅
の
駅
員
が
乗
客
に
、

５
０
０
ｍ
離
れ
た
近
鉄
大
阪
難
波
駅
の
場
所

を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

「
難
波
の
街
の
活
性
化
に
は
、
鉄
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
や
は
り
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
」
と
福
本
取
締
役
執
行
役
員
は
語
る
。

前
述
の
「
な
ん
ば
け
ー
し
ょ
ん
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

も
阪
神
な
ん
ば
線
が
乗
り
入
れ
る
大
阪
難
波

駅
に
設
置
す
る
な
ど
、
利
用
客
誘
致
に
役
立

て
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動

に
つ
い
て
も
阪
神
と
連
携
、
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

阪
神
な
ん
ば
線
開
業
時
に
は
、
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
の
真
弓
明
信
監
督
が
球
団
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
で
、
南
海
が
発
行
す
る
女
性
向

け
情
報
誌
「
ｐ
＋
ｎ
ａ
ｔ
ｔ
ｓ
」
の
表
紙
を
飾

り
、
話
題
を
呼
ん
だ
。ま
た
、住
吉
大
社
と
西

宮
神
社
、
こ
う
や
花
鉄
道
「
天
空
」
と
六
甲

山
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
堺
の
茶
人
と
灘
の
杜
氏

と
い
う
よ
う
に
、
南
海
沿
線
と
阪
神
沿
線
の
見

所
を
組
み
合
わ
せ
た
、ま
さ
に
コ
ラ
ボ
と
い
う

べ
き
ポ
ス
タ
ー
も
シ
リ
ー
ズ
で
制
作
し
て
い
る
。

「
神
戸
・
阪
神
間
か
ら
多
く
の
人
が
難
波

の
街
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
阪
神
な
ん
ば
線

効
果
で
、
明
ら
か
に
人
の
流
れ
が
変
わ
っ
て

い
る
。
総
人
口
が
減
少
に
向
か
っ
て
い
く
中

で
は
、
交
流
す
る
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
。
現
在
『
な
に
わ
筋

線
』
も
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
今
後
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
魅
力
を
高

め
、
何
度
も
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

力
す
る
。
そ
し
て
、
電
車
に
乗
っ
て
何
度
も

訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
街
を
、
鉄

道
会
社
と
し
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

福
本
取
締
役
執
行
役
員
は
、
難
波
活
性
化

に
向
け
て
の
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
役
割
と

責
任
を
、
あ
ら
た
め
て
強
く
語
っ
た
。

①�外壁の改修で再生した
南海ターミナルビル。

②�高さ 30 ｍ、広さ1200
㎡の「なんばガレリア」。

③�難波の情報拠点「総合
インフォメーションセン
ターなんば」。

④�南海の空港特急「ラピー
ト」。

❶

❸ ❹

❷

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］

特集：
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新
た
な
鉄
道
は
、
新
た
な
人
々
を
運
び
、

人
の
流
れ
を
確
実
に
変
え
る
。「
そ
の

恩
恵
を
い
ち
早
く
享
受
で
き
る
の
が
大
学
だ
」

と
断
言
す
る
の
は
、近
畿
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー

の
世
耕
石
弘
事
務
長
だ
。

「
新
線
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
会
社
員

が
通
勤
に
便
利
な
企
業
に
い
き
な
り
転
職
す

る
こ
と
は
な
い
が
、
自
宅
通
学
を
希
望
す
る

受
験
生
な
ら
志
望
校
を
変
更
す
る
」

交
通
ア
ク
セ
ス
は
、
学
生
に
と
っ
て
志
望

校
選
定
の
重
要
な
要
素
だ
。
特
に
最
近
の
学

生
は
、
学
校
以
外
の
活
動
も
多
く
、
通
学
に

時
間
を
か
け
た
が
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
。

近
畿
大
学
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り

駅
は
近
鉄
の
長
瀬
駅
だ
が
、
阪
神
な
ん
ば
線

開
業
は
、
兵
庫
県
か
ら
の
受
験
者
数
を
大
幅

に
増
加
さ
せ
た
。
平
成
20

年
度
入
試
と
、
阪
神
な

ん
ば
線
開
業
直
後
に
入

学
式
と
な
っ
た
21
年
度
入

試
を
比
べ
る
と
、
東
大
阪

キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
学
部

の
受
験
者
数
は
全
体
で
は

４
６
９
人
増
だ
が
、
内
訳

で
は
兵
庫
県
内
の
学
生
が

１
２
７
３
人
増
と
な
っ
て

い
る
。

21
年
度
入
試
に
向
け
た

近
畿
大
学
の
学
生
募
集
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
さ
に
阪

神
な
ん
ば
線
だ
っ
た
。
阪

神
な
ん
ば
線
の
利
便
性
を

示
し
、「
近
畿
大
学
が
近

い
」こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、

兵
庫
県
内
の
高
校
や
駅
に
張
っ
た
。
高
校
生

た
ち
の
目
を
引
く
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ピ
ー
や
デ
ザ

イ
ン
に
し
た
の
も
勝
因
と
な
っ
た
。

「
近
畿
大
学
が

あ
る
東
大
阪
か
ら

兵
庫
方
面
、
特
に

尼
崎
は
、
車
な
ら

20
分
ぐ
ら
い
の
距

離
な
の
に
、
電
車

だ
と
梅
田
で
乗
り

換
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
近
い
の
に

『
遠
い
』場
所
だ
っ

た
。
厚
い
『
梅
田

の
壁
』
が
崩
れ
、

風
穴
が
空
い
た
。
今

後
は
、
東
大
阪
と
尼

崎
、
西
宮
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
可
能

に
な
る
」
と
世
耕
事

務
長
は
期
待
を
寄
せ

る
。一

方
、
西
宮
市
に

あ
り
、
阪
神
の
鳴
尾

駅
と
甲
子
園
駅
を
最

寄
り
駅
と
す
る
武
庫

川
女
子
大
学
で
も
、

そ
の
影
響
は
顕
著
だ
。
近
鉄
沿
線
の
高
校
か

ら
の
志
願
者
が
増
加
。
開
業
前
の
20
年
度
と

阪
神
な
ん
ば
線
が
定
着
し
た
22
年
度
を
比
較

す
る
と
、
大
阪
府
の
志
願
者
（
推
薦
入
試
）

が
28
・
６
％
増
、
奈
良
県
の
志
願
者
（
同
）

が
53
・５
％
増
と
、驚
く
べ
き
伸
び
を
示
し
た
。

ま
た
、
同
大
で
は
奈
良
に
も
試
験
会
場
を
設

け
て
い
る
が
、
本
校
で
の
受
験
を
希
望
す
る

学
生
が
増
え
た
と
い
う
。
こ
ち
ら
も
、
大
学

が
〝
近
く
〟
な
っ
た
の
だ
。

「
こ
う
し
た
効
果
を
期
待
し
て

い
た
」
と
武
庫
川
女
子
大
入
試
セ

ン
タ
ー
庶
務
課
の
上
畑
康
秀
課
長

は
率
直
な
思
い
を
語
る
。
学
生
満

足
度
調
査
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

上
が
る
良
好
な
環
境
づ
く
り
で
知

ら
れ
る
同
大
だ
が
、
18
歳
人
口
減

少
を
懸
念
し
、
学
生
募
集
に
は
力

が
入
る
。
入
試
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
は
近
畿
地
方
だ
け
で
も
７
０
０

校
を
訪
問
す
る
が
、
そ
の
際
に
大

近畿大学
入学センター事務長

世耕石弘
武庫川女子大学
入試センター庶務課 課長

上畑康秀

近畿大学オープンキャンパスの告知ポスター

鳴尾駅には学生専用の出口がある。

「近く」なった大学に
受験者増

Yasuhide UEHATAIshihiro SEKO

少子化の中での学生確保。長引く不況下でのビジネスチャンス。
新線は「可能性」を乗せて走る。それが勝機につながるかは、
それぞれの努力にかかっている。
難波の街を中心点に、阪神なんば線効果が広がっている。

それぞれの
新線効果。

開業による
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き
な
効
果
を
発
揮
し
た
の
が
、
阪
神
が
作
成

し
た
阪
神
な
ん
ば
線
開
業
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

だ
っ
た
。
あ
ま
り
の
反
響
に
、
阪
神
に
増
刷

を
依
頼
し
、
使
い
続
け
た
そ
う
だ
。

ま
た
、「
学
生
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
近
鉄
電

車
の
中
吊
り
に
掲
出
、
近
鉄
沿
線
の
学
生
た

ち
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
の
で

は
」
と
、
上
畑
課
長
は
分
析
し
て
い
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
で
鉄
道
事
業
者

の
コ
ラ
ボ
乗
車
券
が
次
々
と
発
売
さ

れ
る
中
、
昨
年
11
月
、
ひ
と
き
わ
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
チ
ケ
ッ
ト
が
発
売
さ
れ
た
。
漫
才
・

落
語
・
吉
本
新
喜
劇
で
人
気
の
劇
場
・
な
ん

ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
の
指
定
席
券
と
阪
神
電
車

往
復
割
引
乗
車
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
阪

神
電
車
で
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
へ
ゴ
ー
!!
」

だ
。
1
階
席
で
の
観
劇
が
４
５
０
０
円
の
と

こ
ろ
、
乗
車
駅
と
大
阪
難
波
駅
の
往
復
乗
車

券
が
つ
い
て
料
金
は
そ
の
ま
ま
。
最
も
遠
い

三
宮
駅
か
ら
で
は
８
０
０
円
の
お
得
に
な
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
旅
行
会
社
が
間
に
入
っ
た
ツ

ア
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
あ
っ
た
が
、
鉄
道
会
社
と
ダ

イ
レ
ク
ト
に
組
む
チ
ケ
ッ
ト
は
初
め
て
」
と
吉

本
興
業
グ
ル
ー
プ
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
天

野
伸
二
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

（
興
行
開
発
セ
ン
タ
ー

大
阪
劇
場
営
業
セ
ク

シ
ョ
ン
）
は
語
る
。
な

ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
は

全
国
か
ら
観
客
が
訪
れ

る
が
、
地
元
で
あ
る
関

西
圏
か
ら
の
集
客
増
加

を
図
り
た
い
と
言
う
。

「
お
笑
い
番
組
が
数

多
く
放
送
さ
れ
て
い
る

関
西
で
、
わ
ざ
わ
ざ
劇

場
に
足
を
運

ん
で
も
ら
う

に
は
一
工
夫

必
要
。
う
ち

は
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
に
人
を

集
め
た
い
。
阪
神
電
車
は
阪
神
な

ん
ば
線
の
乗
客
を
増
や
し
た
い
。

そ
こ
で
一
緒
に
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
た
」

チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
開
始
イ
ベン
ト
で

は
、三
宮
駅
に
吉
本
の
お
笑
い
芸
人

が
登
場
。
阪
神
電
車
内
や
駅
で
は
、

新
喜
劇
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
登
場
す
る
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
が
人
目
を
引
い
た
。

「
阪
神
電
車
が
協
力

体
制
を
と
っ
て
く
れ
て
、

お
互
い
が
や
れ
る
こ
と
を

う
ま
く
補
完
し
合
う
、

と
い
う
大
阪
的
な
方
法

で
い
い
企
画
を
実
現
で
き

た
と
思
う
」
と
天
野
氏
。

11
月
～
２
月
の
期
間
限
定
だ
っ
た
が
、
阪

神
に
と
っ
て
は
野
球
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
、
な

ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
に
と
っ
て
も
寒
さ
で
客

足
が
鈍
る
時
期
と
、
こ
の
点
で
も
お
互
い
の

ニ
ー
ズ
が
合
致
し
た
。

今
年
３
月
に
増
床
部
分
が
オ
ー
プ
ン
し
た

髙
島
屋
の
広
報
・
Ｉ
Ｒ
室
の
富
岡
誠
広
報
担

当
課
長
も
「
阪
神
な
ん
ば
線
効
果
を
味
方
に

つ
け
た
い
」
と
語
る
。

「
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
は
、
こ
れ
ま
で
大

阪
に
来
て
も
梅
田
で
用
事
を
済
ま
せ
て
い
た

人
た
ち
に
、
難
波
に
も

行
っ
て
み
よ
う
と
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
る
。
街

に
人
を
呼
ぶ
に
は
大
変

な
努
力
が
要
る
こ
と

で
、
新
線
が
人
を
運
ん

で
き
て
く
れ
る
こ
と
は
、

商
業
施
設
に
と
っ
て
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ

と
。
後
は
、
自
分
た
ち

が
ど
れ
だ
け
頑
張
れ
る

か
。
魅
力
的
な
商
品
提

案
を
発
信
す
る
こ
と
で
店
内

に
足
を
進
め
て
も
ら
う
。
阪

神
な
ん
ば
線
効
果
を
ぜ
ひ
味

方
に
つ
け
た
い
」

阪
神
な
ん
ば
線
開
業
時
、

髙
島
屋
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中

で
売
場
面
積
も
か
な
り
縮
小

し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
、

来
店
者
は
３
％
増
加
し
た
と

い
う
。
高
級
百
貨
店
は
通
常
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
年
齢
層
が
高
め
だ
が
、
髙
島

屋
で
は
増
床
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
、
若

い
層
に
向
け
た
店
舗
を
大
幅
に
増
や
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
梅
田
で
買
物
を
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
神
戸
方
面
の
若
い
女
性
を
顧
客
に
取
り
込

み
た
い
思
い
が
あ
る
。
髙
島
屋
カ
ー
ド
の
会

員
も
阪
神
沿
線
で
増
え
つ
つ
あ
る
そ
う
だ
。

「
新
線
開
通
は
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
。
神
戸
方

面
に
限
ら
ず
大
阪
西
部
、
奈
良
、
広
域
の
お

客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
商
業
施
設
や
商
店
街
は
、
鉄
道
と
協
働

で
街
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
富

岡
課
長
は
意
欲
を
語
る
。

阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
か
ら
１
年
。
大
阪

の
大
繁
華
街
が
東
西
軸
の
動
脈
を
得
た
こ
と

で
、
多
く
の
人
が
動
き
、
多
く
の
交
流
が
生

ま
れ
、
街
が
さ
ら
に
活
気
づ
い
て
い
く
。
難

波
は
そ
の
独
自
性
を
磨
き
、
よ
り
魅
力
的
な

街
と
な
る
。
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
―
―
２
つ
の
街

の
成
長
が
大
阪
全
体
、
ひ
い
て
は
関
西
圏
の

活
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
阪
神
な

ん
ば
線
の
３
・
４
㎞
の
線
路
が
広
げ
た
可
能

性
は
大
き
い
。

株式会社髙島屋 広報・ＩＲ室
広報担当課長

富岡　誠

今年、難波出店 80 年を迎えた髙島屋。

お笑いのメッカ「なんばグランド花月」。

新たなビジネスチャンスを
生み出す

株式会社よしもとクリエイティブ・
エージェンシー 興行開発センター
大阪劇場営業セクション サブリーダー

天野伸二Makoto TOMIOKA
Shinji AMANO

阪神なんば線と開業効果
［まちの賑わいと広域ネットワークによる関西活性化］
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